


AI試作：災害関連死予測図（能登半島地震286例ベース）
内閣府が認定した災害関連死286例の公表資料をもとに、探索的に可視化した試作版です。

ねらい：『こういう人は、こういう避難・生活変化を経て、こういう関連死につながりやすい』を仮説的に
整理し、平時支援へつなげること。



1. 主なリスク因子の整理 ※探索的試作。内閣府認定286例の公表内容をもとにした概念整理であり、個人の予測確率を示すものではありません。



2. 災害後に生じた生活・健康上の問題



3. 主な合併症・身体機能低下



4. 死亡に至る主な経路



5. 人物別の災害関連死予測図



6. 看護・介護介入モデル



7. 今回AIで簡単にやった内容（共有用まとめ）

内閣府の『令和6年能登半島地震 災害関連死事例集』の286認定例をもとに、災害関連死の特徴
を探索的に整理。
高齢、既往症、要介護、独居、認知症などの脆弱性と、避難・移動、停電・断水、食事低下、
活動量低下などの中間過程を可視化。
その結果を、循環器悪化型・肺炎型・老衰/廃用型・感染症型・医療/透析中断型・独居/支援断
絶型などの『人物別モデル』として試作。
さらに、平時から必要となる看護・介護支援（個別避難計画、服薬/医療情報の共有、栄養・水
分・嚥下支援、見守り体制など）まで整理。



8. 今後つなげられそうなこと
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作成：内田陽子災害関連死予防チェックリストの例


